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社名………………………………株式会社ダスキン【ＤＵＳＫＩＮＣＯ.,ＬＴＤ.】

本社 ………………………………〒５６４-００５１ 大阪府吹田市豊津町１番３３号

代表者……………………………代表取締役社長　伊東英幸

設立………………………………１９６３（昭和３８）年２月４日

資本金……………………………１１３億５,２９４万円（２００７年３月３１日現在）

連結売上高………………………１,９３７億円（２００６年度）

全国チェーン店お客様売上高※…４,４８６億円（２００６年度）

従業員数…………………………企業集団３,６４７人　当社１,９９４人

（２００７年３月３１日現在）

１９６３年 ◎ダスキン創業

◎ダストコントロール（ＤＣ）商品の初の生
産拠点、吹田工場開設

１９６４年 ◎家庭用ＤＣ商品「ホームダスキン」全国
販売開始

◎フランチャイズ加盟店の募集を開始

１９６６年 ◎初の加盟店会組織Ｄ.Ｆ.Ｃ.（ダスキンフ
ランチャイズチェーン）全国連合会発足

１９６９年 ◎国際フランチャイズ協会（ＩＦＡ）に、日本
初のメンバーとして入会

１９７１年 ◎ミスタードーナツ事業スタート

◎サービスマスター事業（現ケアサービス
事業の一部）スタート

◎ホームダスキンの廃却布を再生した産
業用ウエスのレンタルスタート

１９７８年 ◎レントオール事業スタート

１９８１年 ◎ユニフォームレンタル事業（現ユニフォー
ムサービス事業）スタート

１９８２年 ◎ヘルスケア事業（現株式会社ダスキン
ヘルスケア）スタート

１９８８年 ◎ターミニックス事業（現ケアサービス事
業の一部）スタート

１９８９年 ◎メリーメイド事業（現ケアサービス事業
の一部）スタート

１９９０年 ◎株式会社アガコスメティックス（現ヘル
ス＆ビューティ事業）設立

◎カフェデュモンド事業スタート

◎本社ビル「ダスキンピア」が大阪・江坂
に完成

１９９１年 ◎日本水産株式会社との共同出資による
ザ・どん事業スタート

１９９５年 ◎統一超商股J有限公司とライセンス契
約で、台湾での「ＤＣ商品レンタル」事業
スタート

１９９９年 ◎かつアンドかつ事業スタート

◎ケータリング事業（現ドリンクサービス事
業）スタート

◎トゥルグリーン事業（現ケアサービス事
業の一部）スタート

２０００年 ◎中国・上海市にミスタードーナツを出店

◎シニアケア事業、ホームインステッド事
業スタート

２００３年 ◎コンプライアンス意識の指針「ダスキン
行動基準（第０版）」を作成

２００４年 ◎「ダスキン行動基準（第１版）」を発行

◎公的介護保険適用の介護サービスを行
う株式会社ダスキンゼロケア設立

◎統一超商股J有限公司と合弁で、台湾
でミスタードーナツ事業スタート

２００６年 ３月三井物産株式会社およびフューチャ
ーベンチャーキャピタル株式会社と共
同で出資した有限会社フランチャイズ
インベストメントを設立し、フランチャ
イズ育成投資事業有限責任組合の
運営開始。同年６月初の投資実行

８月株式会社ヒガ・インダストリーズと資
本・業務提携締結

１１月三井物産株式会社、楽清服務股J

有限公司（台湾の統一超商股J有
限公司とダスキンの合弁会社）と共
同で楽清（上海）清潔用具租賃有限
公司を設立。中国でのクリーンサー
ビス事業を開始

１２月東京証券取引所・大阪証券取引所
の市場第１部に上場

会社概要

ダスキンピア（本社）

株式会社ダスキン業績推移
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※ダスキン全国チェーン店お客様
売上高は、国内外の直営店・子
会社売上高および加盟店推定
売上高の合計を参考数値として
記載いたしております。なお、上記
金額には、SEED RESTAU-
RANT GROUP,INC.および株
式会社ヒガ・インダストリーズに係
るお客様売上高は含んでおりま
せん。
※記載金額は、単位未満を切り捨
てて表示しております。

「魔法のぞうきん」と呼ばれた「ホームダスキン」。
ここからダスキンの歴史が始まりました。

創業の翌年である１９６４年、

ダスキン初の家庭用ダストコントロール商品として

黄色い「ホームダスキン」が誕生しました。

水ぞうきんを使った拭き掃除の時代に登場したこの商品は、

当時「魔法のぞうきん」と呼ばれ、

主婦にかかるお掃除の負担を大幅に軽減させました。

同時に、より多くの人に手軽に使っていただけるよう、

フランチャイズシステムでレンタルするという

新しい流通システムを打ち出しました。

これにより、多くの人に事業参入の機会を提供するとともに、

急速に広まっていきました。

ダスキンはその後も、

「どうやったら役に立ち、喜んでいただけるか」という思いから、

さまざまな新商品・サービスを開発し続け、

今日に至っています。

家庭用商品第１号・ホームダスキン



株式会社ダスキン

クリーンサービス事業

ケアサービス事業

レントオール事業／
ヘルスレント事業

ミスタードーナツ事業

フードチェーン事業

ホームインステッド事業

ユニフォームサービス事業

ヘルス＆ビューティ事業

ドリンクサービス事業

フランチャイズチェーン（加盟店）

その他関係会社

売上高構成比
（お客様売上高）

54

関係会社
連結子会社

㈱ダスキンサーヴ北海道
㈱ダスキンサーヴ東北
㈱ダスキンサーヴ北関東
㈱ダスキンサーヴ東海北陸
㈱ダスキンサーヴ中国
㈱ダスキンサーヴ四国
㈱ダスキンサーヴ九州
㈱ダスキンシャトル東京
楽清（上海）清潔用具租賃有限公司
楽清香港有限公司
（ＤＵＳＫＩＮＨＯＮＧＫＯＮＧＣＯＭＰＡＮＹＬＩＭＩＴＥＤ）
㈱和倉ダスキン
㈱小野ダスキン
㈱ダスキンプロダクト北海道
㈱ダスキンプロダクト東北
㈱ダスキンプロダクト東関東
㈱ダスキンプロダクト西関東
㈱ダスキンプロダクト東海
㈱ダスキンプロダクト中四国
㈱ダスキンプロダクト九州
㈱どん
㈱エバーフレッシュ函館
上海丸仁楽清食品有限公司
ＭＩＳＴＥＲＤＯＮＵＴＫＯＲＥＡＣＯ,ＬＴＤ.
㈱ダスキンヘルスケア
㈱ダスキンゼロケア
ダスキン共益㈱
ダスキン保険サービス㈱
（有）フランチャイズインベストメント
フランチャイズ育成投資事業有限責任組合

持分法適用関連会社

楽清服務股J有限公司
統一多拿滋股J有限公司
ＳＥＥＤＲＥＳＴＡＵＲＡＮＴＧＲＯＵＰ,ＩＮＣ.
㈱ヒガ・インダストリーズ

（２００７年３月３１日現在）

商品再生工場数：４７工場（国内）

※営業拠点数は２００７年３月３１日現在、お客様売上高は２００６年４月１日～２００７年３月３１日データ
※拠点には、複数の事業を兼業する店舗も含まれています。

◎フランチャイズ事業
◎営業拠点数：国内２,１９４拠点・海外１１拠点
◎お客様売上高：２,３７５億９２百万円
◎訪問サービス

◎フランチャイズ事業
◎拠点数：１,８００拠点
◎お客様売上高：４２１億６４百万円
◎訪問サービス

◎フランチャイズ事業
◎お客様売上高：１１１億６５百万円
◎店舗数：レントオール・１２６店舗

ヘルスレント・１０４店舗
◎店舗サービス

◎フランチャイズ事業
◎お客様売上高：１,３３３億０６百万円
◎店舗数：国内１,２９４店舗・海外１,４７５店舗
◎店舗サービス

◎フランチャイズ事業
◎お客様売上高：２６億４４百万円
◎店舗数：４４店舗
◎店舗サービス

◎フランチャイズ事業
◎お客様売上高：１３億９８百万円
◎拠点数：１２２拠点
◎訪問サービス

◎フランチャイズ事業
◎お客様売上高：３６億３５百万円
◎拠点数：１７５拠点
◎訪問サービス

◎フランチャイズ事業
◎お客様売上高：２４億０４百万円
◎拠点数：３５１拠点
◎訪問サービス

◎フランチャイズ事業
◎お客様売上高：９億２５百万円
◎拠点数１４９拠点
◎訪問サービス

暮らしとビジネスを清潔で快
適にするお掃除用品などの
定期訪問レンタルサービス
を行います。

生産本部

クリーンサービス
事業

家庭やオフィスの清掃や家事の代行、害虫駆除、
庭木のケアまで、プロの技術とサービスで、快適
環境づくりをサポートします。

家庭やビジネスシーンで役立つ用品のレンタル
と、公的介護保険適用の福祉用具レンタルや介護
用品の販売を行います。

全国約１,３００店のショップで、手づくりドーナツ、飲
茶、ドリンクなどバラエティあふれるおいしさを提
供しています。

かつアンドかつ、カフェデュモンドなど、こだわり
のおいしさをお届けするレストランを展開してい
ます。

シニアの生活をサポートするために、公的介護保
険の枠にとらわれないプライベートなお世話を行
います。

さまざまな職種のユニフォームのレンタルとクリ
ーニングサービスを行います。

素肌やからだ本来の力を高める化粧品と健康食
品を提供しています。

ミネラルウォーターとコーヒーをニーズに合わせ
てお届けします。

事
業
部
門
（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
本
部
）

ス
タ
ッ
フ
部
門

２００６年度
環境報告を
Ｐ２７より
掲載

ダイジェスト
をＰ１６より
掲載

ダイジェスト
をＰ２０より
掲載

ダイジェスト
をＰ２２より
掲載

連結売上高 1,937億90百万円 全国チェーン店お客様売上高合計 4,486億07百万円※

※ダスキン全国チェーン店お客様売上高は、国内外の直営店・子会社売上高および加盟店推定売
上高の合計を参考数値として記載いたしております。なお、上記金額には、ＳＥＥＤＲＥＳＴＡＵＲＡＮＴ
ＧＲＯＵＰ,ＩＮＣ.および株式会社ヒガ・インダストリーズに係るお客様売上高は含んでおりません。

クリーンサービス事業
５３.０％

ケアサービス事業
９.４％

ミスタードーナツ事業
２９.７％

レントオール事業２.５％

その他計５.４％
（海外含む）

当グリーンレポートは、多事業を展開するダ

スキンの環境保全や社会へのお役立ちへの

取り組みをできるだけわかりやすくお伝えするこ

とに主眼をおいています。

また、２７ページ以降からは当社の主体事業

である「クリーンサービス事業」の環境報告書

を掲載しています。同事業ではフランチャイズ

展開により加盟店や協力工場と一体となって

事業を行っており、報告対象範囲を株式会社

ダスキンのみではなく、加盟店活動も含めた

「クリーンサービス事業」としております。

報告内容は２００６年実績を中心に、環境省の

「環境報告書ガイドライン２００３年度版」「事業者

の環境パフォーマンス指標ガイドライン（２００２

年度版）」を参考にして構成しております。

グリーンレポートについて

株式会社どん
どんぶりレストラン

株式会社ダスキンヘルスケア
病院の減菌・消毒・清掃

株式会社ダスキンゼロケア
公的介護保険適用サービス

ダスキン事業構成
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ごあいさつ

地域社会に喜ばれ、ともに未来に向かって
歩んでいきたいダスキンです。

創業以来ダスキンは、常に地域社会とともに

成長させていただきました。

“お掃除”から始まったサービスは、

｢こんなサービスがあればいい｣という

消費者の皆さまの声にお応えして商品を開発、

今日ではフード関連事業や介護関連事業まで領域を広げ、

生活の身近なところでさまざまなサービスをお届けしております。

レンタルを４０年以上続けているダスキンは、

今も展開しているさまざまな事業分野において、

「繰り返し使う」「モノを大切にする」思想を根本に置いています。

ダスキンのエコは、レンタルシステムを基幹事業におき、

モノを大切にする取り組みを行っています。

回収された使用済み商品は再生・再資源化すると共に、

２００６年度にモップの柄や浄水器、空気清浄機本体など

レンタル商品に付随する備品類も

ほぼ１００％再資源化することが実現できました。

一方、ミスタードーナツ店舗では陶器やガラス食器を使用、

紙容器の使用を控えることや店舗で使用している揚げ油も回収をして

再資源化しています。

私たちは、お届けするサービスによって、

モノが豊かになるだけではなく

心の豊かさにもつながるよう社会へのお役立ちを目指し、

ダスキングループ・加盟店・従業員とともに、皆さまの地域社会から喜ばれ、

ともに歩ませていただきたいと願っています。

代表取締役社長

6

経営理念　

創業者である鈴木清一は

１９６３年のダスキン起業にあたって、

「たとえ自分にとって損であろうとも

或いは苦しいことであろうとも

自ら進んで生き甲斐を求めるなら

他人に対して喜びのタネをまこう

そして喜びのタネから

美しい世の中にする花を咲かせたい」

そういう会社をつくってみたい、と語り、

その願いを経営理念に込めました。

理念の根底にある「喜びのタネまき」。
この言葉、この思いが、ダスキンの事業活動すべてに、
そして一人ひとりの行動に込められています。

祈りの経営ダスキン経営理念

一日一日と今日こそは

あなたの人生が（わたしの人生が）

新しく生まれ変わるチャンスです

自分に対しては

損と得とあらば損の道をゆくこと

他人に対しては

喜びのタネまきをすること

我も他も（わたしもあなたも）

物心共に豊かになり（物も心も豊かになり）

生きがいのある世の中にすること

合掌

ありがとうございました



ダスキンは、２００４年度より、「社会への４つの約

束」を宣言し、社会的責任を果たせる透明性の

高い企業へと再生すること、そして、社員一人

ひとりが常に生活者の視点で判断し、実行で

きる組織になることを目的に社内の構造改革を

進めてきました。

社会への４つの約束

１）安全で安心、環境保全に配慮した商品・サ

ービス、そして楽しさをお手渡しします。

２）歪みのない透明で公正な経営姿勢をつら

ぬき通します。

３）地域の人々と喜びを分かち合いながら、心

豊かな暮らしに貢献します。

４）立場を越えて、自由に意見を出し合い、議

論し、決まったことは一つとなって実行する

開かれた企業風土を醸成します。

２００４年に策定した中期経営計画「改革と創

生」（２００４～２００６年度）では、コーポレートガバ

ナンス強化を経営の最重要課題と捉えると同

時に、すべての企業活動の基本にコンプライア

ンスを据えて、健全で透明性の高い経営を実

現できるよう注力しました。また、生活者・消費

者の視点で企業活動を見直すことにより、安全

で安心な商品・サービスをお届けし、心豊かで

快適な暮らしを提供し、お客さまにお喜びいた

だける活力ある企業として、更なる社会への貢

献を目指しました。その結果、社内の構造改革

が進み、社会からの信頼を徐々に得ていくと共

に、収益も増加に転じました。

しかし、期間中に着手した健全な経営のため

の仕組みや意識改革は途上であり、また、もう

一つの大きな課題であった事業規模の回復・

拡大までには至りませんでした。

ダスキンは新たな３カ年の中期経営計画のテ

ーマを「共生と飛躍」（２００７～２００９年度）とし、

「改革と創生」で築いた礎のもと、経営理念が

掲げる目指すべき道をあらためて確認し、果敢

に行動を起こしていきます。そして、社員はもち

ろん、加盟店も含めた企業集団すべてが、「経

営理念」の共通の理解を基に行動を起こし、

すべての利害関係者（ステークホルダー）ととも

に、さらなる発展・飛躍を目指します。
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中期経営計画

経営計画テーマ
【改革と創生】から【共生と飛躍】へ

［共生］とは
パートナーとしての加盟店をはじめとするすべ

てのステークホルダーに、当社の企業姿勢、

経営理念を理解していただき、地域・社会

の皆さまからの信頼を勝ち取り、ともに喜び

を分かち合っていきたいとの願いを込めて

おります。

［飛躍］とは
生活者視点でお客さまの要望を的確に捉

え、事業の一層の成長を図ると共に、新た

な事業開発および、その展開も積極的に

行い、地域・社会に対し、一層の貢献を果

たしていきたいという意思表示であります。

2004～2006年度
中期経営計画のテーマ

改革と創生
スローガン

あなたの喜ぶ顔が見たい

企業目的

道と経済の合一
利益追求のみならず世の中の人に喜ば

れる「喜びのタネまき」を実践し、地域の

人々と喜びを分かち合い、物も心も豊か

な暮らしに貢献することで継続的に企業

価値を向上してまいります。

2007～2009年度
中期経営計画のテーマ

共生と飛躍
スローガン

街いちばんの喜びを
街いちばんの信頼で



政策運営 

企業倫理確立 

取引先管理 

コミュニケーション 

環境保全連絡会 

顧問弁護士 

社外役員 最高環境責任者 

事業部 

全社政策の決定 

全社政策企画 

購買管理部 取引先 

コールセンター 

広報・広告部 

法務・ 
コンプライアンス部 

品質保証委員会 

社長 
諮問 

参加 

事業責任者参加 

任命 

任命 

指導・助言 

調査指導 

事務局 
運営 

事務局運営 
任命 

代表 
情報 

商品・サービス　情報提供 

対話・消費者団体懇談会 

行動基準 管理方針・基準 

情報提供 

VI管理 

情報提供 

発注・調達 

情報提供 
管理 

意見 

情報発信・情報公開 

出版・セミナー 

生活者調査・協同研究 

社
会
・
消
費
者
（
お
客
さ
ま
） 

品質保証・ 
リスク管理部 

環境推進室 

暮らしの快適化 
生活研究所 
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環境統治体制方　針

ダスキン行動基準（第２版）

ダスキン環境方針

私たちダスキンは、
環境保全と企業経営の両立に
全力で取り組み、
生産から使用後まで、安全で安心、
環境保全に配慮した
商品・サービスを提供します。

（１）環境負荷が少ない商品・
サービスの設計・開発・選択

原材料の調達から商品の製造、お届け、お客

さまによるご使用、使い終わった後の回収再

生や処分まで、すべての段階に配慮し、安全・

安心で環境負荷低減に貢献する商品・サービ

スを開発し採用します。

商品や資材の循環活用を推進し、資源のもつ

価値を十分に活用します。

（２）環境負荷が少ない工場稼動

省資源で省エネルギーな工場稼働に努めます。

廃棄物や環境負荷となる排出を抑制すると共

に、排出物のリサイクルや有効活用を推進します。

公害や事故を発生させない工場稼働に努めます。

（３）環境負荷が少ない物流と
営業・販促活動

ムダのない、効率的な商品流通・物流と営業

活動に努めます。

車両活用に伴う排ガス汚染の軽減、ＣＯ２排出

の削減に取り組みます。

環境保全に、より優れた商品・サービスの積極

的販売を推進します。

（４）環境負荷が少ないオフィス活動
や施設・設備

省資源で省エネルギーなオフィス活動を推進し

ます。

グリーン購入により、環境負荷の低い物品の

活用を推進します。

（５）環境負荷が
少ない社会づくりへの貢献

法令や規律を守ると共に、環境保全を推進す

るための社会施策や要請に積極的に協力し、

自らも貢献できる施策を検討し、実践します。

２００７年４月、経営理念実践の行動指針である

「ダスキン行動基準」を改定いたしました。

「ダスキン行動基準」は、経営理念を実践する

ための役員・社員の行動の指針として「私たち

がとるべき行動とは何か」を

◎法と社会常識に則した行動

◎地域社会の安全・安心への配慮

◎安全・安心で環境に配慮した商品・サービ

スの提供

など、６分野４０項目に渡って具体的に示したも

のです。また、全社員に対してこの行動基準を

根付かせるため、研修を行っています。

消費者の立場から
社外役員が経営に参画

消費者やお客さまの声を経営に活かし、公正

な企業運営を行うため、消費者団体などで活

躍されている方々に役員として経営に参画いた

だいています。コンプライアンス、品質保証、

環境保全に関する各種重要会議や委員会に

参加いただくと共に、「ダスキン行動基準」の策

定にもご協力いただきました。

新井ふく社外監査役

（現）社団法人日本消費生活アドバイザ
ー・コンサルタント協会常任顧問

坂本允子社外取締役
（２００７年６月まで）

（前）全大阪消費者団体連絡会
事務局長

莇
あざみ

祥子社外取締役
（２００７年６月より）

（現）特定非営利活動法人コンシューマー
ズ京都（京都消団連）理事

ダスキンは創業以来、独自のレンタルシ

ステムを主軸として、各種の商品やサービ

スをお届けしてまいりました。事業活動の

根幹には、商品を大切に何度も何度も使

い、寿命が尽きるまで使い切るという発想

があります。まさに「もったいない」に通じる

この精神を引き継ぎ、「行動基準」を社員

一人ひとりの行動の軸、環境方針を事業

活動の軸として、地域の人 と々喜びを分か

ち合いながら、心豊かな暮らしに貢献する

「ダスキンのエコ」を追求してまいります。

また、継続的に業務プロセスを改善し

てコーポレートガバナンスと企業の透明性

を高め、さらに信頼される誠実な企業を目

指してまいります。２００５年度には地球的規

模、かつ全人類共通の緊急課題とも考え

られる地球温暖化問題の原因となってい

るＣＯ２の削減を全社統一のテーマといた

しました。

ダスキンが展開するさまざまな事業活動

から排出されるＣＯ２は、少なくとも年間２３

万ｔ以上に上ると推計されます。今、各事

業ではそれぞれの事業特性に合わせて取

り組みを進めています。この２年間にクリ

ーンサービス事業の工場部門では、省資

源・省エネ技術の開発導入を積極的に行

うことなどにより、年間１万５千ｔのＣＯ２排

出を減らしました。一方、全国で２万３千

台近くも使っている営業車やトラックの排

ガス対策も重大な課題です。事業の性格

上急速な改善は難しい状況ですが、低公

害車や省燃費車の優先採用などをグルー

プ全体で進めています。

「ダスキンのエコ」をテーマとしてＣＯ２削減に取り組んでいます。

「ダスキン行動基準」の理解と実践を目的として役員、従業員
に対する「コンプライアンス研修」を継続的に実施。２００５年度
からは全事業の加盟店まで範囲が広がっています。
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各事業でプロフェッショナル養成体制を整えています
さまざまな事業で、業務技能を習得するための教育・研修機関を運営しています。環境への配慮なども含めて、プロフェッショナルを養成してい

ます。また、その基礎として「サービスの基本は人づくり」の考えのもと、「喜びのタネまき」を企業目的とするダスキンの企業姿勢を伝えています。

事業活動のあらゆる段階で
環境配慮を推進しています

ダスキンでは、事業活動のあらゆる段階で環境

配慮を徹底することを推進しています。そのため

主力４事業では、本部や工場ばかりでなくフラ

ンチャイズ加盟店までを含め、ＩＳＯ１４００１認証

を実施しています。

車両運行での低公害化を
推進しています

全事業部門のフランチャイズ加盟店や委託運

送会社にも呼びかけて、低公害車採用を推進

しています。

物流や営業活動での環境負荷低減に向けて

ケアサービス・ラーニングセンター（大阪府吹田市） ミスタードーナツカレッジ（大阪府吹田市） クリーンサービスビジネスカレッジ（大阪市北区）

工場部門 ＩＳＯ１４００１認証

ダスキンのリース車カタログにも、推奨する低公害
車がわかりやすく表示されています。

営業部門 ＩＳＯ１４００１認証

「お掃除」「害虫駆除」「庭木のお手入れ」のプロフ
ェッショナル養成の場として、各種の基礎知識から、
作業工程、ＩＳＯ１４００１に基づく環境教育、環境への
配慮、店舗オペレーションまで徹底して教育・実習
が行われます。

お客さまに、常に安全でおいしい高品質なドーナツを
お召し上がりいただくため、食品や衛生に関する基礎
知識から製造・品質管理技術、店舗の維持管理ま
で徹底して教育・実習が行われます。特に初期研修
は、４９日間に渡る厳しい研修として知られています。

お客さまに真心を込めて商品をお届けすることを基
本に、商品知識などの研修を行っています。玄関で
は「心豊かなサービスのすべては、ここを源とする」
の看板が来場者を出迎えています。
（２００７年８月２０日移転予定）

+

低公害車活用モデル店として、主力営業車すべて（３０台）
を天然ガス車で運行する直営の桜川支店（大阪市）。

3
ダスキンは、日本でいち早く取り入れたフランチャイズシステムを、さまざまな事業分野で展開しています。

それらすべての展開事業において、本部としてお客さまの信頼に応える商品・サービスメニューの充実、全国各地で実際

に皆さまに接して商品やサービスをお届けする、加盟店スタッフの技術やサービスレベルの向上に取り組んでいます。

その取り組みの中で、環境方針に沿い、環境への配慮を徹底することは、ビジネス展開の基本です。

ダスキン開発研究所では、日本で最初に開発し

たダストコントロールをはじめとした環境衛生

に関する基幹技術開発や商品開発活動を行う

ほか､商品の生産技術や再生技術の向上に取

り組んでいます｡研究・開発方針として人や環境

への安全性向上、開発から廃棄まで製品全体

の環境影響評価をし、すべてのテーマで環境負

荷低減を追求しています。また、研究所の中に商

品検査センターを設置して新規取扱商品の安全

性などについて厳重にチェックしています。

そのほか、ダスキンでは化学物質に対する自主

基準などを設けて、総合的に商品・サービスの

安全性向上や環境負荷低減を進めています。

ダスキン開発研究所では、多角的な視点で独自性の高い
環境に配慮した技術開発・研究に取り組んでいます

商品・サービスの環境負荷低減に向けて1

全国の工場を統括する生産本部では、商品の

加工技術やそのための設備開発が行われてい

ます。洗浄・乾燥などクリーニング技術の省エ

ネ化や廃水処理などの環境対策技術について

も独自ノウハウを蓄積しており、数々の特許を

保有しています。全国の工場の稼働状態につ

いても情報が集約され、定期的に行われる排

出水の分析データなどもオンラインデータベー

スで一元的に確認しています。

工場での環境負荷低減に向けて

廃水処理設備

生産本部（大阪中央工場５Ｆ）

最新加工設備

開発研究所（大阪中央工場５Ｆ）

ダニ、花粉アレル物質を抑制するモップ
技術もこの研究所で誕生しました。

2

生産本部では、省エネ・省資源を追求した革新的な
クリーニング技術開発と全国工場の一元管理に取り組んでいます

開発研究所、生産
本部があるダスキ
ン大阪中央工場
(大阪府吹田市）。

株式会社ダスキンのダイジェスト
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地域への感謝の気持ちを
お掃除で恩返し

いろんな「キレイ」を

商品やサービスでお

届けするだけでなく、

お掃除そのものを通

じて地域社会のお役

に立ちたい。ダスキ

ンでは創業以来、全

国の事業所や工場、

加盟店周辺での定期的な清掃活動を行ってい

ます。パートやアルバイトを含めた従業員が参

加する日常的な清掃活動のほか、地域の方々

が気軽に楽しく、自分たちの街をキレイにする

活動「クリーンアップマイタウン」も全国でスター

トしています。

ボランティア休暇制度など

ボランティア休暇制度（株

式会社ダスキン）を活用し

てボランティア活動初心

者も環境保全活動などに

参加しています。

子どもたちも楽しく体験。
「キレイ学院」開校中！

洗浄・加工を繰り返して使うダスキンのレンタル

システムを通じて、“環境保全の重要性”と“お

掃除の大切さ”を伝えたい。そんな思いから、横

浜中央工場と大阪中央工場では小学生を対

象にした工場見学を実施。子どもたちを「キレ

イ学院」の生徒として迎え、楽しく体験・学習す

る機会を設けています。

２００６年からは、一般の

方 を々対象にした見学

コースもスタートしまし

た。

消費者団体との懇談会

消費者を代表する団体の方々より評価やご意

見をいただくための懇談会を２００５年度より実

施しています。

第２回（２００６年度）消費者団体懇談会
（２００７年２月２１日 於㈱ダスキンミスタードーナツカレッジ）

●出席団体

１.（財）関西消費者協会

２.全大阪消費者団体連絡会

３.なにわの消費者団体連絡会

４.特定非営利活動法人コンシューマーズ京都

５.（社）日本消費生活アドバイザー・

コンサルタント協会 西日本支部

６.（社）全国消費生活相談員協会 関西支部

７.㈱日本消費経済新聞社

ダスキンコールセンター
（フリーダイヤル０１２０‐１００１００）

２４時間３６５日、皆さまからのご連絡をお待ちし

ています。

読む人の幸せを心に願ってつくる
「喜びのタネまき新聞」

ダスキンでは“読む人の幸せを心に願ってつく

る”ことをテーマにしたコミュニケーション紙「喜

びのタネまき新聞」を発行しています。

現在の発行部数は、企業発信のコミュニケー

ション紙として日本最大級の６００万部。１９７１年

に創刊され、２００６年度には４５０号目をお届けし、

通巻発行部数で１０億部を超えました。

２００４年４月より発行の「喜びのタネまき新聞」

をＷｅｂ上でもご覧いただけます。皆さまからお

寄せいただきましたお話をもとにつくった「喜び

のタネまき新聞」をぜひご覧ください。

ダスキンホームページ
（http://www.duskin.co.jp）

企業情報や環境への取り組み状況などを発信

しています。また、皆さまからのご意見なども受

け付けており、今後の商品やサービスの向上

などに反映させています。

クリーンアップマイタウン
は、各地のイベント会場で、
来場者に楽しみながら行う
ゴミ拾いを呼びかけ、キレ
イな街づくりをお手伝いす
る運動です。

２００６年度に労働組合が募集した
「富士山の森づくり」に１人が参加
しました。

使用済みのモップやマットなど
をキレイに洗浄するダスキンの
工場。「キレイ学院」では、クイ
ズやキャラクターを使いながらそ
の仕組みを紹介し、お掃除やエ
コの大切さを楽しく伝えます。

皆さまとのコミュニケーション

キレイ学院キャラクター
クリンくん

チームマイナス６％活動実施中!

本社をはじめ、各種事業所で冷暖房の

抑制や、ゴミの分別徹底などチームマイ

ナス６％活動を実施しています。

地域イベントなどへ
出展・協賛しています

本社のある吹田市のイベント「吹田産業フェア」

には毎年出展しています。２００７年５月１２～１３日

に行われた今年の会場では、子どもを対象に、

環境に配慮したダスキンの紹介と、より環境に

関心を持ってもらうために、自然・環境をテーマに

した「お絵かきコーナー」や、「環境メッセージ募

集コーナー」を展開しました。

「サスティナブル社会教育プロジェクト」
に協賛しています

子どもたちへの環境教育を支援する「サスティナ

ブル社会教育プロジェクト」に協賛しています。

２００６年度は生物多様性の大切さを伝える「い

きものがたり」が小中学校や高校、養護学校

などに約4万２千冊寄贈されました。

障害のある方とともに
みんなが幸せに生きる社会を目指して
「愛の輪」運動が広がっています

始まりは「めい・あい・へるぷ・ゆう」の精神から

生まれた小さな思いやりの運動でした。１９８１

年の国際障害者年に、「障害のある方の自立

と社会への完全参加」を目指してダスキンが設

立した「財団法人 広げよう愛の輪運動基金」。

２００５年には２５周年を迎え、現在、店舗の従

業員、パート、アルバイトを含め、ダスキングル

ープ全体で約１８万人もの会

員が障害のある方たちと共

生する活動を行っています。

ミスタードーナツの店舗に置

かれた入会パンフレットを通

じて、広く一般の方々からも

入会を募り、今後ますます

運動の輪を広げていきます。

私たち人間の存在そのものを支えている生物多様性を、学者
やまんが家、アーティストなどの“多様な視点"で切り取り、本質
をわかりやすく書き下ろした１１篇。驚きに満ちたコンテンツが
次から次へと展開し、生物多様性への関心と理解がぐっと深ま
る工夫を随所に盛り込んでいます。

ダスキンの新入社員は、アジアから招いた
研修生とともに街のバリアフリー化を実体
験します。その後、現状の問題点を発表し、
解決策について話し合います。この交流研
修会を通して、障害のある人とともに暮らす、
みんなが住みやすい社会づくりに対する意
識を高めています。

愛の輪会員入会パンフレット・募金箱

お絵かきコーナーでは、２歳から１２歳の子ども
たちに、２日間で合計３５８枚の絵を描いてもら
い、ブース内いっぱいに掲示しました。

環境メッセージでは子どもを中心に大人
まで環境宣言を記入。ブース内のボード
に２日間で２１３枚のメッセージが貼り付け
られました。ゴミの分別や買い物にエコ
バッグを利用するなどのメッセージが寄
せられ、環境に対する関心の高さがうか
がわれました。

水に浮く特殊な車いすチェアーボートや
シーカヤック体験イベントを、愛の輪運動
沖縄地区のふれあい活動の一環として
開催。会員はこうした企画にボランティア
として参加し、お手伝いしています。

社会へのお役立ちに向けて

オフィス活動での環境負荷低減に向けて4

5

株式会社ダスキンのダイジェスト



環境方針
株式会社ダスキン ケアサービス事業グループ

は、家庭やオフィス・店舗をはじめ各事業所施

設の快適環境を実現するために、環境に配慮

した資器材とサービス及び高度の専門システム

サービスで、お客様により安全で衛生的な生

活環境を提供し、豊かな社会とかけがえのな

い地球を守ります。

①全国のサービス拠点・チェーン店に環境管理体
制を組み入れ、自らの責任において環境負荷低
減活動を維持します。

②ケアサービス事業活動の環境に与える影響を
評価し、目的・目標を定めて、定期的に見直しを
図り、汚染の防止と継続的改善を行います。

③事業活動に伴う関連の環境法規制とその他の
要求事項を遵守して環境保全活動を積極的に
推進します。

④事業活動で使用する資器材、薬品はより安全
で、環境に配慮すると共に、資源の有効活用と
廃棄物削減を目指します。

⑤ケアサービス事業グループの全働きさんに環境
教育を実施して意識向上を図り、環境方針の周
知徹底と清掃托鉢活動で地域社会へのお役立
ちを行います。

⑥この環境方針は、社内外に公表をします。

ケアサービス事業では、環境衛生ビジネスの

最重要責任としてすべての薬剤において、法

規制の一歩先を目指し、人や環境への安全性

向上に取り組み続けてきました。

２００３年度　害虫駆除薬剤（殺虫剤類）の脱有

機リン剤化完了

２００４年度　アレルギー原因の可能性として厚

生労働省が指定した１３物質の薬

剤配合全廃

２００４年度　お掃除サービス用洗剤の無リン

化完了

２００５年度　合成洗剤を使わない「エコお掃除」

をサービスメニューとして導入

これらの取り組みにより、サービスマスターで

は１９９９年当時３２アイテムあったＰＲＴＲ対象物

質※含有（配合）薬剤を２００６年度末には６アイ

テムまで削減（それらを含む薬剤出荷量として

約６０％削減）することができました。ケアサー

ビス事業は今後も率先して、ダスキン全社の

取り組みでもある人や環境への安全性向上を

推進していきます。

※ＰＲＴＲ対象物質
人や環境に対して負荷が高い物質として、特定の事業者に使
用・排出実績の管理と報告が義務づけられている３５４物質（２
００７年３月末時点）。
〈ダスキンケアサービスは対象事業者になっていません〉
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お掃除や害虫駆除、庭木のメンテナンスを行うケアサービス事業では業務の性質上、

洗剤をはじめとした各種薬剤を使用する機会が多くなります。ケアサービス事業では

「薬剤」「施工方法」の両面から人や環境への安全性向上を追求しています。

薬剤の安全性向上に向けて

ＰＲＴＲ対象物質含有（配合）薬剤

約６０％削減
１９９９年度
（当時）
３２アイテム
総出荷量

約３５ｔ
a

２００６年度
（末時点）
６アイテム
総出荷量

約１５ｔ

伝統の知恵を生かしています! 合成洗剤を使わない「エコお掃除」を本格展開ＮＥＷＳ

頑固な汚れも落とす強力な薬剤は、それ

だけ成分が強く、人間にも環境にも負担を

与えてしまいます。ですから極力、強い薬

剤を使わずにお掃除をする方が本当は良

いのではないでしょうか。

環境に負荷が多いとされる「合成洗剤」を

使わずに、身近で安全な材料を使ってお掃

除をする方法を「エコお掃除」と呼びます。

エコお掃除は、合成洗剤を使うと肌へのト

ラブルが心配なお客さまや、小さなお子さま

がおられるご家庭、床をなめるペットが心配

なお客さまにもおすすめのお掃除方法です。

２００５年度に導入したこの「エコお掃除」を

２００６年度にはメリーメイドで本格展開しまし

た。２００７年度からはサービスマスターの事

業所日常清掃部門にも拡大して展開してい

きます。

エコお掃除に使う材料

●クエン酸

レモンなどの酸味成分です。水あかや石け

んかすなどのアルカリ汚れを中和して落とし

やすくします。

●重曹（重炭酸ソーダ）

ふくらし粉や胃薬などに使われます。油汚れを

浮き上がらせたり、クレンザー代わりに使いま

す。

●酸素系漂白剤

水に溶けると炭酸ソーダと過酸化水素に分

かれます。炭酸ソーダは中華麺の「かんすい」

や、こんにゃくの凝固剤成分です。過酸化水

素は漂白剤として働き、すぐに分解します。

●セスキ炭酸ソーダ

重曹と炭酸ソーダを半々に混ぜて結晶化し

たもので、入浴剤などに配合されます。油汚

れや手あか落としに使います。

●液体石けん

天然の動植物油を昔ながらにアルカリ物質

と反応させてつくった洗剤です。

●エッセンシャルオイル（精油）

ハーブや樹木、果実などから抽出した天然の

香り成分です。抗菌作用を持つものが多く、

お掃除をやさしい香りで仕上げます。

「エコお掃除」では、石けんなど昔から生活の中で使われて
きたものばかりを使います。食品や入浴剤にも使われ自然
の中ですぐに分解されてしまうものですので、環境にも負荷
が小さく、安心して使用できます。
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ご家庭やお庭・オフィス・お店の空間や、エアコンをはじめとした各

種備品をプロの技術で、清潔で快適にリフレッシュすると同時に、

使う薬剤や作業は人や環境に充分配慮し、「安全」であることがプ

ロの条件であると考えています。

技術・安全・エコロジーをテーマに私たちは更に皆さまのお役に立

てるプロを目指しています。

プロのお掃除サービスサービスマスター事業１９７１年事業開始
●訪問サービス（フランチャイズ事業）

●お客様売上高：２７１億８２百万円 （２００６年度）

●拠点数：９６０拠点 （２００７年３月末現在）

●主なサービス：家庭やオフィス、店舗、病院などの空間や各種備品のクリーニング、
エアコンクリーニング、レンジフードクリーニング

害虫獣駆除と予防サービスターミニックス事業１９８８年事業開始
●訪問サービス（フランチャイズ事業）

●お客様売上高：６６億円 （２００６年度）

●拠点数：３１７拠点 （２００７年３月末現在）

●主なサービス：シロアリ、ゴキブリ、ネズミ、ダニなどの害虫の駆除・予防

家事代行サービスメリーメイド事業１９８９年事業開始
●訪問サービス（フランチャイズ事業）

●お客様売上高：６９億４０百万円 （２００６年度）

●拠点数：４７３拠点 （２００７年３月末現在）

●主なサービス：家庭のお掃除代行、時間単位の家事代行

花と庭木のお手入れサービストゥルグリーン事業１９９９年事業開始
●訪問サービス（フランチャイズ事業）

●お客様売上高：１４億４０百万円 （２００６年度）

●拠点数：５０拠点 （２００７年３月末現在）

●主なサービス：庭木の年間ケア、樹木、花、芝生などのメンテナンス、ガーデニング代行

各事業共通
●ＩＳＯ１４００１認証

登録対象：サービスマスター、ターミニックス、メリーメイド、トゥルグリーン、ファシ
リティマネジメント、ヘルスケアの各本部と全拠点

登録日：２００１年４月２７日
登録番号：ＪＱＡ-ＥＭ１５５２
認定機関：財団法人日本品質保証機構

「きれいに、大切に、
いつまでも使う」。
お客さまの快適な
エコ生活を支えています。

プロの技術でさまざまな環境維持サービスを提供ケアサービス事業ダイジェスト
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資材容器の削減にも
取り組んでいます

サービスマスター薬剤（１８リットル入り）のポリ

容器や金属缶を、廃棄部分が少なくリサイクル

し易い容器（段ボール箱など）に切替を進めて

います。取り組みを始めた１９９９年に比べ２００６

年度には約７４％使用量を削減出来ました。

エアコンクリーニングで省エネに貢献

エアコンに付着したホコリや汚れは冷暖房の性

能を低下させ劣化を早めます。エアコンクリー

ニングによって機器の負担が軽くなると共に、

本来の性能が回復し省エネ効果を生みます。

サービスで生じる汚水にも配慮

エアコンやレンジフードのクリーニングな

どでは、発生する汚水の管理にも配慮して

います。お客さま先では、環境上安全な排

水経路を確認すると共に、洗剤や汚れを多

く含む汚水は適宜持ち帰り、適切な処理を

行ってから排水しています。

新ユニフォームの
リサイクルシステム導入

２００６年１０月よりユニフォームのリサイクルシス

テムを導入いたしました。

その他にも
「薬剤をまかない」施工を拡大

ダスキンケアサービスでは、害虫駆除ターミニ

ックスを中心に「薬剤をまかない」施工への切

替を推進しています。

シロアリ駆除、ゴキブリ駆除以外にもさまざま

な施工メニューを提供しています。

飛翔害虫駆除システム

薬剤を使用せず防虫フィルム、防虫蛍光灯、

蛍光灯カバーなどを組み合わせた光のコン

トロールによる飲食店の防虫管理。

ご家庭向け害虫駆除システム

ゴキブリ、アリ、ダンゴムシ、クモ、ナメクジ、ヤ

スデなど、家の周辺に潜む不快な害虫を、ベ

イト剤などで駆除。

回収されたユニフォーム
は再生工場へ送られ、
建設用・作業用資材と
してリサイクルされます。

エアコンクリーニングの汚水はポリタンクに入れて店
に持ち帰って処理します。

エアコンクリーニング
の様子。

リサイクル! 活性炭入り培養土の開発・販売でお客さまのエコライフをサポートＮＥＷＳ

クリーンサービス事業でレンタルを終えた

使用済み浄水器カートリッジの活性炭を有

効活用した「活性炭入り培養土」を開発しま

した。

２００５年に行ったテスト販売では大変好評

を博し、２００６年４月から本格販売をスタート

し、２００７年３月末までに１４リットル袋６７００袋

をお客さまにお届けしました。

浄水器の活性炭約８ｔをリサイクル活用

詰め替えた活性炭

小松菜の栽培テスト
（自社参考テスト）

ポリ容器・金属缶

約７４％削減
a

クリーンサービス事業
レンタル浄水器

a

a
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害虫駆除や植栽管理などでは殺虫剤や農薬を大量に散布する従来の施工方法ではなく、害虫の

有無やその進入経路などを日頃からチェックし、必要になった時、必要な部分だけに必要最少量の

駆除用薬剤を「塗る」「しかける」「注入する」施工方法の普及を推進しています。

セントリコン™・システムとは
セントリコン・システムはダウ・アグロサイエン

ス（米国）が開発したシロアリ防除システムです。

国内では約１５０の認定会社のみ施工が認めら

れており、ダスキンケアサービスは国内最大規

模の認定業者です。

新たな餌場を見つけるとフェロモンにより仲

間を誘導するシロアリの生態を利用し、家の周

りの土中にしかけた駆除用エサを次々に摂取

させコロニー（巣）ごと壊滅させる防除法です。

セントリコン・システムの施工手順と安全性

セントリコン・システムはシロアリの活動が認

められない間は薬剤を全く使用しません。あら

かじめエサ（木片）だけのステーションを家の周

辺にしかけておき、定期点検でシロアリが見つ

かれば、そのステーションにだけベイト剤を投与

します。残ったベイト剤は回収しますので環境

中に出る薬剤はシロアリによって巣に運ばれた

部分だけです。

駆除剤は、シロアリなど特定昆虫だけに作用

する脱皮阻害剤であり、殺虫剤や農薬ではな

いため直接的な毒性を持ちません。１コロニ－

の駆除に必要な量は多くても約１ｇと従来工法

の１５００分の１～２０００分の１以下ですみます。さ

らに、ベイト剤は専用容器に入れ地面に埋め

込むため、人やペ

ットが薬剤に触れ

る可能性はほとん

どありません。

米国最高峰の２０００年環境栄誉賞受賞

セントリコン・システムは、２０００年米国環境栄

誉賞（プレジデンシャル グリーン ケミストリー

チャレンジ アワード）を受賞しました。従来の工

法に比べて極めて微量の活性成分でシロアリ

を巣ごと根絶できることから、環境に対する負

荷を低減することを可能にしたことが、評価され

たものです。

※セントリコン・システムの詳
細は、ダスキンＨＰおよび、
ダウ・アグロサイエンス社
ＨＰなどをご覧下さい。

薬をまかないシロアリ駆除・防除
「セントリコン™･システム」
ＴＭ：ダウ・アグロサイエンス・エル・エル・シー商標

ターミニックスのシロアリ駆除では、床下など

に殺虫剤を散布する方法から、シロアリの成

長を阻害する成分を微量添加したエサ（ベイト

剤）を食べさせて、巣ごと根絶する「セントリコ

ン・システム」を採用し、お客さまにもおすすめ

しています。これにより、２００２年度（セントリコ

ン導入当時）に比べ散布するタイプの薬剤の

２００６年度使用量は半分になりました。

薬剤をまかない
「ゴキブリ・ベイトシステム」

ゴキブリ駆除でも液剤散布しないベイト工法

（ベイトシステム）を推進しています。専門担当

者が生息場所と繁殖状況を調査。特定の場

所だけに少量の薬剤を混ぜたエサ（ジェル状

ベイト剤）を設置します。

薬剤を散布しないので、臭いもほとんどなく、

食器や調理器具などに薬剤が付着する危険

もありません。薬剤の使用量は、散布の場合

の３０分の１以下に抑えられます。その結果、薬

剤（散布液剤とベイト剤の合計）は２００２年度

（ベイトシステム導入当初）に比べ約３０％（２００６

年度実績）減らすことができました。

植栽管理サービスでも
「薬剤をまかない」施工を推進

トゥルグリーンでは、四季に合わせた年間プ

ログラムで庭木や芝生のメンテナンスサービ

スを提供しています。薬剤は、日米双方の安全

基準を満たしたものの中から、さらに厳しい自

主基準を設けて選定し、人体と環境への安全

性に最大限配慮しています。さらに、薬剤を散

布せずに直接土壌に注入することで、不要な

箇所に薬剤が飛び散

らず、薬剤使用量も削

減する取り組みを進め

ています。

薬剤をまかない害虫駆除・植栽管理を目指して

２００７年３月からシロア
リ検知器管理サービ
スをメニューに加えま
した。

シロアリが好むエサ（木片）を地面
にセットし、定期チェックでシロア
リが見つかった場合は、駆除用エ
サ（ベイト剤）に交換します。

ステーション

トゥルグリーンの使用薬剤は
米国環境保護庁（ＥＰＡ）にも承
認されています。

ベイト剤設置前にＨＥ‐
ＰＡフィルター※装着
の専用掃除機などで
ゴキブリを捕獲し、で
きるだけ薬剤を使用
しないよう環境に配
慮しています。
※ＨＥＰＡフィルターは
０.３ミクロンの微粒
子を９９.９７%まで捕
集します。

シロアリ駆除用土壌散布薬剤使用量

約５０％削減

薬剤使用量

約３０％削減

※数種の土壌散布薬剤使用実績を合計した単純計算量です。

２００２年度

約５,０００リットル

２００６年度

約２,５００
リットル

a

ケアサービス事業ダイジェスト

市販の
ホームセンター
お勧め品

ダスキン培養土
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レンタルによる省資源

一つの商品をみんなで使うことで資源の活用

効率が大幅に向上します。

例えばダスキンレントオールでは、ベビーベッド

だけでも年間約２８,０００台※１ご利用いただいて

います。仮にこのベッドをお客さまご自身でご

購入されると、約２８,０００台分の資源が必要に

なりますが、実際には約１３,０００台※２ですんで

います。つまり、１５,０００台分（約５４%）の資源

が使われずにすんでいるということ。

身近なことから始めるエコロジー。私たちは赤

ちゃんの未来のためにも地球への負担を減ら

していきたいと考えています。
※１ ２００６年４月～２００７年３月レンタル台数
※２ ベビーベッド保有台数

商品配送時の段ボール削減

宅配便を利用してレンタル商品をお届けする

際の商品梱包用段ボール箱を、繰り返し使用

できる専用袋に切り替え、段ボールの使用量

削減に取り組んでいます。

また、物流センターから各店舗へ商品を配送

する際の梱包材も、長期間使用できるプラス

チック製の通い箱に切り替え、同様に梱包材

の削減を実現しています。

このことで商品の保護もより強化され、梱包

作業の軽減にも貢献しています。

使わなくなったら買い取る
リユースサービスをスタート

新品を特別価格で販売し、不要となった時点

で買い戻してレンタル品や中古品販売に活用

する「リユースサービス」をベビー用品を対象に

行っています。「レンタルしたいけど、新品がい

い」「使わなくなったベビー用品の処分が大変」

というお客さまのニーズに応えたサービスとし

て好評を得ています。

福祉用具もレンタルシステムで
有効活用を実現
（ヘルスレント事業）

福祉用具はご利用になる方の身体に合ってい

ること、また生活環境やご希望に合わせて選

択できることが非常に重要です。使用される

方の身体状況に合わせて用具を変更すること

も時には必要となってきます。

レンタルの仕組みは、このような変更にも柔

軟に対応ができます。使い終わったモノでも

他では必要とされています。ヘルスレント※で

は、ご利用者さまや介助する方が使いやすい

用具をレンタルで提供することで、資源の有効

活用に貢献しています。
※介護・福祉用具に特化したレンタル拠点。

②買い戻し ①新品を販売 

消費者・お客さま 

メンテナンス・修理 

　ダスキン 
レントオールステーション 

③買い戻した商品は、 
　レンタル品・中古品として 
　活用されています。 

インターネットでもご注文いただけます。
〈ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｋａｓｉｔｅ.ｎｅｔ〉

年間約28,000件の
ベビーベッドを
レンタル

購入すると
約28,000台

必要なベッド数

d 

レンタルの場合
約13,000台
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必要なときに、必要なものを「レンタルシステム」でお届けするレン

トオール事業。「みんなが購入」せず「みんなで使う」ことを世の中

に提案し続けてきました。

買わないことは捨てないですむということ。

中古品の販売も行い「使わなくなった人から使う人へとリレーして

いく中継地点」としての役割も担い、さらに利用しやすい「みんなで

使うエコ」を目指しています。

また、介護・福祉用具レンタルの専門店「ヘルスレント」を展開し、

高齢社会のニーズに合わせた提案を進めています。

レントオール事業１９７８年事業開始／ヘルスレント事業２００４年事業開始

●店舗サービス（フランチャイズ事業）

●お客様売上高：１１１億６５百万円 （２００６年度）

●店鋪数：レントオール１２６店舗
ヘルスレント１０４店舗 （２００７年３月末現在）

●主な商品：ベビー用品、旅行用品、家庭用品、イベント用品、事業所用品、
公的介護保険適用福祉用具などのレンタル

●ＩＳＯ１４００１認証　登録対象：本部と全店舗
登録日：２００１年７月２６日
登録番号：ＪＭＡＱＡ-Ｅ２１８
認定機関：社団法人日本能率協会

限りある貴重な資源で
つくられた商品を大切に
「みんなで使うエコ」を
世の中に提案し続けます。

生活・レジャー・イベント品のレンタル、介護・福祉用　具のレンタルと販売各事業のダイジェストレントオール事業／ヘルスレント事業ダイジェスト

環境方針
ダスキンレントオールグループは家庭や事業所

への価値ある商品のレンタル及びリサイクルを

通じて快適で豊かな社会づくりのため事業を

展開してきました。今後さらに２１世紀の循環型

社会構築のリーダーとして、レンタル及びリサイク

ル事業の領域を広げると共に豊かで安全・衛

生的な社会の継続的な発展を事業の使命と

信じ、かけがえのない地球環境の保全を実現

できる商品提供を続けてまいります。

①商品メンテナンスを行う際は、充分環境に配慮
し、それにともなう汚染の予防に万全を期します。

②事業活動に伴う関連の環境法規規制及びその
他のお約束事項を確実に遵守し、環境保全活
動を積極的かつ継続的に推進します。

③事業活動においては省エネルギーを推進し、
資源の有効活用に努めるとともに、商品のメン
テナンスには万全を期し、お客さまの安全を最
優先として取り組みます。

④この方針を全員に周知し、継続的に取り組み実
践していきます。

⑤この環境方針は、社内外に公表をします。
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閉店時陳列ドーナツの
廃棄の削減と再資源化

製造管理の徹底による廃棄個数の抑制
ドーナツの廃棄個数を削減するため、全国のシ

ョップでは製造スケジュールの見直しや廃棄チ

ェックリストによる管理を行っています。２００６年

度には、１９９８年度と比べて１店当たり月間平均

８５９個（約４３㎏）削減しました。

閉店時陳列ドーナツのリサイクル

ミスタードーナツでは、閉店時直前にお越しいただいたお客さまにも多くの品数からお選びいただ

くことを心がけています。その結果、閉店時に売れ残ってしまうドーナツがあります。ミスタードーナ

ツでは、これらを資源として有効に生かす取り組みを続けてきました。閉店時の陳列ドーナツを回

収し、飼料化処理工場で原料化、液状化してそのまま飼料原料として利用するシステム（リキッドフ

ィーディングシステム）の展開に取り組んでいます。

このシステムは、２００３年度に関東エリアで導入を開始し、現在約３６５店で稼働、２００７年度には近

畿エリアでの導入を予定しています。

ショップの省エネに努めています

ショップでは水道光熱メーター管理やこまめな

消灯などによって、省エネルギー活動を推進。

２００１年度の月間平均と比較して１店舗当たり、

電力消費量を３,８９９ｋｗｈ削減（削減率２５.７％）、

水道使用量を４７ｍ３削減（削減率１８.６％）しまし

た。

また、店舗改装と併せ、導入前に比べ８％の

電気使用量を削減する省電力型店舗設備の

導入を行っています。

更なる省エネルギー型店舗出店を目的に、ガス

コージェネレーション、蓄熱空調設備、オール電

化などのテスト検証も実施。今後の省エネルギ

ー型店舗の出店に向けて、設備オプションとして

選択できるようにしています。

1998年度 

2006年度 

7,603個 
（約380kg） 

8,462個 
（約423kg） 

ドーナツ 
廃棄個数が 

約10％削減 

●１店当たりの
月間廃棄

●月間リサイクル量
（リサイクルによる
廃棄削減量）

飼料化処理工場での原料化や
液状化して飼料原料として利用。

●ドーナツ廃棄個数年度別推移（１店舗当たり・月間平均）

（個数）８,８００

８,６００

８,４００

８,２００

８,０００

７,８００

７,６００

７,４００

７,２００

７,０００

６,８００

０

8,462

～～～～～～～～～
1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

2001 2002 2003 2004 2005 2006

2001 2002 2003 2004 2005 2006

8,092

7,473 7,528
7,770

7,965
7,770

7,603 7,603

●電気使用量年度別推移（１店舗当たり・月間平均）

（ｋｗｈ）２０,０００

１８,０００

１６,０００

１４,０００

１２,０００

１０,０００

８,０００

６,０００

４,０００

２,０００

０

●水道使用量年度別推移（１店舗当たり・月間平均）

（ｍ３）３００

２５０

２００

１５０

１００

５０

０

288 253 268 243 225 208

2006年度 

約136ｔ／月 
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ミスタードーナツ事業１９７１年事業開始

●店舗サービス（フランチャイズ事業）

●お客様売上高：１,３３３億０６百万円 （２００６年度）

●拠点数：国内／１,２９４店舗
海外／１,４７５店舗 （２００７年３月末現在）

●主な商品：ドーナツ、飲茶、コーヒー、ソフトドリンクなど

●ＩＳＯ１４００１認証　登録対象：本部と全ショップ（国内）
登録日：２０００年４月２１日
登録番号：ＪＭＡＱＡ-Ｅ１０４
認定機関：社団法人日本能率協会

心を込めたドーナツと、
「使い捨てない」
エコロジーなお店で
皆さまをお迎えしています。

いつもできたて、手づくりのドーナツを提供

環境にやさしいお店で、安心しておいしいドーナツを味わっていた

だきたい。ミスタードーナツは、お客さまにも地球にも愛されるお店

であり続けたいと願っています。

創業初期から、本格的なコーヒーを「使い捨てない」陶器のしっか

りとしたカップで提供し続ける私たちのこだわりも、そこにあります。

これからもさらに、くつろげるエコロジーなお店にしていきます。

ミスタードーナツ事業ダイジェスト



商品開発
（商品の検証）
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トレーサビリティの確認

原材料の安全性を、生産現場までさかのぼって把握できるトレーサ

ビリティを確保した上で、添加物やアレルギー成分、遺伝子組み換

えの有無、残留農薬など多項目にわたって確認しています。

安全確認会議

商品のテスト販売・本販売前には、食品安全管理責任者、商品開

発、品質保証を担当する部門などから構成される「安全確認会議」

を実施。お客さまに提供する時点で商品に残留してはならない成

分や保存・流通条件のチェック、原材料工場への立入検査の結果

検証、ショップでの取り扱い方法について確認し、確実に「安全・

安心」なものだけを商品化しています。

インスペクター（品質管理指導者）

工場では、原材料の生産や管理が衛生的に行われているかを、イン

スペクターが定期的に検査をしています。新商品のテスト販売前には

３０項目８７のチェックポイントについて、本販売前には８０項目８００

のチェックポイントについて評価しています。

インスペクター（品質管理指導者）

物流段階でも、原材料の保管・配送において、品質管理が徹底さ

れているか、インスペクターが定期的に検査を実施しています。

ショップ衛生管理

全国のショップでは、独自のマニュアルに基づき、施設や設備の洗

浄、調理工程での十分な加熱や器具・備品へのアルコール殺菌な

ど、その手順に沿った衛生管理を日常的に行っています。また、商

品の定期的な抜き取り検査のほか、スタッフには手洗いの徹底や

身だしなみのチェックに加え、２００５年度からは、毎月実施している

従業員の健康状態検査の対象枠を拡大しています。

サニタリーチェック

スーパーバイザーによる指導に加え、衛生管理が確実に実施され

ているかを確かめるため、第三者公的検査機関の検査員が２カ月に

１度、各ショップを予告なしに訪問。専門的な見地から、施設や調

理器具、商品、店舗スタッフの衛生状態を入念にチェックし、総合

的にショップの衛生管理状況を評価、問題のある項目は継続的に

改善指導を行っています。

成分情報の開示

すべての商品について、原材料、栄養

成分、アレルギー特定原材料などの

情報を公開し、ショップの掲示物やホ

ームページなどを通じてお客さまに提

供しています。

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｍｉｓｔｅｒｄｏｎｕｔ.ｊｐ/ｍｅｎｕ/ｅｉｙｏｕ/ｉｎｄｅｘ.
ｈｔｍｌ

お客さま視点による
プレミアムグッズの選定・検品

お客さまにとっては、プレミアムグッズ

もミスタードーナツから提供される商品

の一つです。その選定や開発にあた

っては消費生活アドバイザーなどのご

意見も取り入れながら、食品と同様の

安全管理を徹底しています。開発段階

では自社商品検査センターで仕様チ

ェックをした後、製品については検査

だけを担当する工場により全品検査

を行っています。

２００６年度のプレミアムグッズの一例。

原材料／工場

購買物流

ショップ
（衛生管理）

安全・安心への取り組み
お客さまに安心してご利用いただくために徹底した管理体制を構築・実践しています。
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廃油を石けんにリサイクルしています

ドーナツを調理した油（年間９５８ｔ）はすべて回

収し、飼料やゴムなどの工業用原料として

１００％リサイクル活用。その一部はミスタード

ーナツショップの洗剤としても活用しています。

使い捨て紙製品ではなく
陶器やガラス食器を使っています

店内飲食時の食器は、１９７４年度から陶器・ガ

ラス製のカップや食器、金属製のスプーンを使

用し、使い捨て文化の象徴ともいわれる紙製

カップなどペーパーゴミの排出を極力抑えてい

ます。紙製にした場合と比較し、年間７２４ｔの

紙の使用量削減につながっています。

店主（店舗運営資格者）への
環境教育も実施しています

環境教育を周知徹底するため、店主候補者に

対する必須研修のカリキュラムに、環境マネジメ

ントの基本知識を組み込んでいます。さらに店

主資格取得後２年に１度実施する「免許証更新

研修」でも環境教育を実施。環境保全効果、

経費削減効果、環境法規制の遵法などに対す

る能力を継続的に高めるため、研修修了時に

はテストを実施すると共に、カリキュラム自体も定

期的に見直しています。

ショップ周辺の環境維持にも
取り組んでいます

ショップで取り組んでいる環境保全活動を通じ

て、ショップの周辺も含めた環境維持にも取り

組んでいます。

店舗周辺の清掃活動の実施

日常的な店舗周辺の清掃活動だけではなく、

定期的にショップ近隣を清掃するなど、環境美

化活動を行っています。

ショップを出店後の環境保全チェックの実施

ショップを出店するにあたり、各種法規制や制

約条件をクリアすることはもちろんのこと、環

境面に配慮した店づくりを行っています。

出店後も環境面において問題が発生していな

いかを確認するために、オープンから一定期間

が過ぎると、「環境保全チェック」を行い、オー

プン後の環境影響確認を実施しています。

本部による定期的なチェック

ショップの運営面はもちろんのこと、ショップ周

辺の環境面も含め、地域責任者によるチェッ

クを定期的に実施しております。

環境方針
ミスタードーナツは、お客さまに健康的で快適

な楽しい食文化を創造し、環境に配慮した店

舗や事業サービス活動を促進して地球環境に

許される企業「ミスタードーナツ」を追求し続け

ます。

①ミスタードーナツは、全国チェーン店組織に環境
管理体制を組み入れ、地域社会へのお役立ち
と地球環境保全に取り組みます。

②ミスタードーナツ事業活動が環境に与える影響
を評価し、環境目的・目標を定め、汚染の予防
及び継続的改善を図ります。

③ミスタードーナツ事業活動に伴う関連の環境法
規制及び同意したその他の要求事項を遵守し
ます。

④ミスタードーナツ事業活動の全ての領域で、省
資源、省エネルギー、リサイクル、廃棄物の削減
に取り組みます。

⑤この方針を、ミスタードーナツ事業に携わる全働
きさん（従業員）に周知徹底して環境意識向上を
図ると共に、年一回以上状況を把握して見直し
を行います。

⑥この環境方針は社内外に公表します。

ミスタードーナツ事業ダイジェスト
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報告対象範囲

1 事業の範囲 2 場所（サイト）的範囲

3 期間の範囲 4 分野の範囲

クリーンサービス事業
（モップ・マットを中心としたお掃除用品などのレン
タルと販売）
ダスキンは組織、商品・サービス、流通チャネル
が全く異なる多事業を展開しています。したがっ
て、ここでは売上規模並びに社会認識上でも当
社の主体となるクリーンサービス事業に絞って、
データを収集、集約して掲載いたしました。掲載
するデータの一部に、組織、流通チャネルの一部
を共有する対象外事業を含む場合があることをご
了承ください。

定量データについては、2006年度（2006年4月
～2007年3月末）を掲載。定性データ・情報につ
いては2006年度を中心に、前後の経過を掲載し
ている場合があります。

本報告は、環境面の情報を主体に構成しており
ます。活動の趣旨や考え方をご理解いただくため、
その他分野の情報を含む場合があります。

フランチャイズ本部並びに直営店・直営工場、フランチャイズチェーン店・協力工場
クリーンサービス事業では、販売・工場組織を一部の直営店・工場を除きフランチャイズ展開しています。
直営・フランチャイズ間において業務上の差はなく、環境負荷の発生状況にも差がないため、フランチャ
イズチェーン店・工場を含めたデータを報告しています。ただし、経営および会計は独立しているため、環
境会計は掲載していません。
また、工場としては本報告データに含む商品の再生加工（洗浄、修理など）を行う工場以外に、商品自
体の生産を行う2工場を子会社として運営しておりますが、他の47工場と性格を全く異とするため、報告
データに含めておりません。

●営業（店鋪）部門詳細

配置店数 2,194
直営 26

内訳 子会社 52
フランチャイズチェーン 2,116

●工場部門詳細

配置工場数 47
直営 2

内訳 子会社 12
協力工場 33

26

ミスタードーナツは、２００７年４月２０日に、都心

部のビジネスパーソン（２０代から４０代のビジネ

スマンやＯＬ）をターゲットにした新業態店「ａｎｄ

ｏｎａｎｄ=アンドナンド」を、東京都・渋谷区にオ

ープンしました。

これまで全国のミスタードーナツでは、お子さ

まからお年寄りまで幅広い方々に、テイクアウ

トを中心にご利用いただいていましたが、アンド

ナンドは比較的利用頻度の低かったビジネス

パーソンを主なターゲットとしたイートイン主体

の店です。

コンセプトは「大人のミスド」「ドーナツカフェ」。

環境や健康に対する意識の高いターゲット層

に応えるため、上質な素材にこだわってつくり上

げた美味しいドーナツを、自然の心地よさを演

出したリゾートハウスのような空間で提供します。

都心部を中心に、ゆったりとくつろぎたい

方々が集う、新たな憩いの場として出店を進め

ていきます。

ミスタードーナツの都心型新業態「andonand」がオープン。

環境や衛生に配慮した取り組みに
新たなチャレンジをしています。

カフェテリアスタイルのショーケ
ースを採用。お客さま側にも初
めて扉を設置し、衛生面にも配
慮しました。

ダイニングスペースには、緑を配
したり、天然の石や古ワラを混
ぜた珪藻土を壁面に使用するな
ど、モダンな空間に自然な雰囲
気を融合しています。柔らかいソ
ファやチェアで、ゆったりとくつろ
いでいただけます。

店名の真ん中に隠れている
「dona」はラテン語でドーナ
ツの意味。そして（and）、何
度（nand）でも、足を運びた
くなる場所、という願いを込
めました。

基本は、廃油のリサイクルや廃棄の削減、

環境保全・維持活動など、ミスタードーナ

ツに準じています。その上で、「ａｎｄｏｎａｎｄ」

では、非木材紙（ケナフ）や再生古紙を

配合したペーパーパッケージを使用。ま

た、クリアカップには生物分解性材質

「ポリ乳酸」を採用しました。トウモロコシ

のでんぷんを原料とした素材を使用し、

環境にできるだけ配慮しています。包装資

材には「石油由来製品（ポリ袋などのプ

ラスチック製品）をできる

だけ使用しない」ことを方

針としています。

主力商品は、最高品質の小麦
粉を採用したプレミアムドーナツ
や、野菜や黒ごまなどを練り込
んだ健康志向のスティックなど。
素材の原産地にもこだわりまし
た。

コーヒー類には、自然保護や労働環境、
耕作方法などの基準をクリアしたレイン
フォレストアライアンス（熱帯雨林同盟・
ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｒａｉｎｆｏｒｅｓｔ-ａｌｌｉａｎｃｅ.ｏｒｇ）
の認証コーヒー豆を採用しました。
認証コーヒー豆は、栽培農園が
特定できるため安全、安心。

クリー ン サ ービ ス 事 業
環 境 報 告 書2 0 0 6 年 度
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セ
メ
ント
 

セメント 

商品と共に回収されたホコリや汚
れ、出荷検査で不合格の商品
は、セメントの原料や燃料としてす
べて再資源化活用されています。 

ホコリ 

4万枚（4％） 4万枚（4％） 

新品 再資源化 

お客さま 

ダスキン 

出荷検査不合格品 

レンタルモップ・マット 

1日 
90万枚 
お届け 

100％ 
回収 

86万枚 
（96％） 

再生 

全国のお客さまにお届けするモップやマットは、1日90万枚にのぼります。販売ならば二度と

返ってくることはない商品ですが、ダスキンでは100％回収。その９６％（86万枚）が工場で再

び商品化され、お客さまに届けられます。

2006年度のダイジェスト

環境にやさしい商品の開発
ペットボトルや企業のユニフォームなど
の再生繊維を利用したマットや、従来
は廃棄されていた未利用繊維を活用し
たモップなど、エコマークの認定を受け
た、環境にやさしい商品の導入を進め
ています（P36参照）。

リサイクルの推進
使用済みモップハンドルや空気清浄機
本体などを回収して分解、再資源化す
る取り組みを全国に拡充しました（P35
参照）。

低公害車導入を推進
お客さまに商品をお届けする営業車や
配送トラックの低公害車導入も、積極
的に進めています（P34参照）。

社員が環境家計簿に
取り組んでいます
環境家計簿を通して、自分たちの日々
の生活の中で環境への意識を高め
CO2排出の削減に貢献。本当の意味
で「環境にやさしい企業ダスキン」とな
るよう努めています（P38参照）。

エコリサイクルマット

天然ガス車

油っくりん

空気清浄機本体

環境家計簿

モップのハンドル

ノンオイルモップ・エコ

リサイクルマーク

レンタル商品の循環システム
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「使い続ける」レンタルを通じて、
お客さまとともに省資源に貢献しています。
ダスキン創業以来の基幹事業として、モップやマットなどお掃除関連を中心としたレンタル商品を、

全国のフランチャイズチェーン店ネットワークを通じて、お客さまに定期的にお届けしています。

商品を繰り返し活用するレンタルは、その仕組みや商品をご利用いただく

お客さまご自身が、エコロジー活動に参加することにつながっています。

資源の循環活用を追求し、より価値の高い商品を、

より環境にやさしい仕組みでお届けすることが、私たちの責任として取り組んでいます。

●訪問サービス（フランチャイズ事業）

●お客様売上高：2,375億92百万円
※家庭市場／46.5％、事業所市場／53.5％（2006年度）

●拠点数：国内／2,194拠点
海外／11拠点 （2007年3月末現在）

●主な商品：家庭用／モップ、マット、浄水器、空気清浄機、レンジフード

フィルターのレンタル、洗剤・スポンジなどの販売

事業所用／モップ、マット、ウエス、空気清浄機、脱臭機、分
煙機、化粧室関連商品、厨房関連の衛生管理
商品のレンタルと販売

●ISO14001認証　登録対象：本部と全加盟店、支店（国内）
登録日：2001年3月30日
登録番号：JQA-EM1483
認定機関：財団法人日本品質保証機構

●洗濯業：モップ、マットなどの再生加工

●拠点数：商品再生工場47工場（国内）
モップ縫製工場1工場
マット製造工場1工場 （2007年3月末現在）

●主な業務：レンタル製品（モップ、マット、タオル、空気清浄機フィルター
など）の加工および保管および配送
洗剤・スポンジなどの保管および配送

●ISO14001認証　登録対象：生産本部と47総合工場
登録日：2000年3月3日
登録番号：JMAQA－E095
認定機関：社団法人日本能率協会

営業部門（クリーンサービス事業）1963年事業開始 工場部門（生産本部）1963年事業開始



2 環境管理体制

■工場部門（生産本部）

取締役  生産本部長

環境管理  統括責任者

生産本部（各部）部長

生産本部（各部）社員

内部監査チーム

工場オーナー 工場環境委員会

生産本部  ISO事務局

工場（各部）部長

エリアマネジャー

工場長

工場ISO推進担当者

工場  社員

本部環境委員会

本　部

地域（エリア）

任命任命

報告

指示
主催

報告

情報

情報 情報

情報 情報
参加

参加

主催

報告 指示
情報 情報

情報 情報

情報 情報

情報 情報

情報 情報

情報 情報

月1回以上開催

月1回以上開催

本　部

地域（エリア）

■営業部門（クリーンサービス事業本部）

情報任命

情報情報

情報情報

情報 情報

情報情報

情報情報

情報情報
内部監査

指導

報告

任命

取締役  クリーンサービス事業本部長

環境管理推進責任者

本部  各部署

ＩＳＯ事務局 内部監査チーム

地域統括支部

エリアマネジャー

加盟店  環境責任者

環境推進担当者
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1 環境フローチャート（2006年度実績に基づく年間量）

工 場
（47工場）

汚水

乾燥 出荷部門

廃水処理

洗浄 仕上げ

修理

配達 配達

回収回収

I　　　N　　　P　　　U　　　T

O　　　U　　　T　　　P　　　U　　　T
※1 洗剤・吸着剤購入金額は資材全体の約30％を占めています。　※2 ガソリン使用量は過去3年間の実績より推測。
※3 スラッジ：汚水からホコリや汚れを分離して固めたもの。　※4 レンタルモップ・マットはクリーンサービス事業全売上の約80％を占めます。

約17,500t

355台
P33参照

約17,800台
P34参照

当社では、お客さまへお届けした商品（使用済み）を回収し、工場で再加工を行った上で
再びお客さまにお届けする循環型生産システムを採用しています。
チャートで工場の業務工程と配送にかかる環境負荷フローをご紹介します。

水
3,000千m3

3-1.4（P33）参照

資材※1

洗剤  2,800ｔ
吸着剤  5,000ｔ
その他

3-1.1（P32）参照

燃料
軽油
4,300

3-1.5（P33）参照

燃料※2

ガソリン
約21,000

3-2.9（P34）参照

エネルギー
電力
4,300万kwh
A重油
25,600

3-1.2～3（P32）参照

廃棄物（排出物）
廃水処理スラッジ※3　

約16,000ｔ
貯水槽に貯まる砂、泥水
その他

3-1.6（Ｐ33）参照

水
3,000千m3

3-2.7（P34）参照

不合格商品
（レンタル商品）
約3,800ｔ
（モップ・マット）※4　

パッケージ
など

CO2
電気消費と
重油燃焼に
伴う排出量
83,000t

CO2
11,000t

CO2
約48,000t

ＣＯ2排出量計142,000ｔ

新調達商品
（モップ・マット）※4　

約3,800t

使用済み
レンタル商品

営業

営業

加
盟
店

お
客
さ
ま運送

運送
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4 製造（加工）用水消費の削減〈工場部門〉

5 商品配送車の燃料消費の削減〈工場部門〉

6 製造（加工）廃棄物の削減〈工場部門〉

（委託運送会社：31社）

洗濯水に使用する水は、通常処理を経て、

河川や下水道に流されますが、特殊な処

理をすることにより繰り返し使用を行ってい

ます。このリサイクル技術を導入した工場

が、2006年度は25工場にまで増加しまし

た。これにより水の使用量を大幅に削減

することができました。

二酸化炭素（CO2）や窒素酸化物（NOX）、

スス（PM）などの発生を抑えるため、低公

害車の導入を進めています。さらに輸送ル

ートの効率化による車両削減や、アイドリ

ングストップをはじめとするエコドライブの推

進により、燃料消費量の削減に努めてい

ます。

スラッジの再利用
マットやモップの洗濯廃水を処理した時に分離したホコリや汚れは、

スラッジという固まりとして処理されます。これをセメントに製造する際

の燃料として再利用する取り組みを1999年度より開始して、現在で

は100％の再利用を達成しています。2005年度では約19,000t、

2006年度では約16,000tのスラッジを再利用できました。現在は、ス

ラッジ発生量の削減に取り組んでいます。

ISO14001認証  丸和運輸機関、中野運送 

ISO9001認証  御船運送、佐賀運輸、熊本交通運輸、丸和運輸機関

グリーン経営認証  大島倉庫運輸、魚沼運輸 

委託運送会社の外部認証状況

ハイブリッドトラック

2004 2005 2006

3,000

（千m3）

●水消費量の推移と削減（47工場計）

（年度）
0

3,000

3,100

3,200

3,300

3,400

3,240

3,380

2004 2005 2006

100

95.9
88.8

●単位生産当たり水消費量推移（指数）

（年度）
0

60

80

100

2004 2005 2006

23 24

11
14

（台）

●低公害車の導入状況（全国）

（年度）
0

10

20

30

40

50

24

1088

47

ハイブリッド車 23 24 24
天然ガス車 8 10 11
新長期規制適合車 0 8 14
低PM認定車 0 0 47

総台数 360 352 355

ハイブリッド車
天然ガス車
新長期規制適合車
低PM認定車

2004 2005 2006

4,490

4,410

4,310

●商品配送車の燃料消費量の推移

（年度）
0

4,200

4,300

4,400

4,500
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3-1 環境負荷低減への取り組みの状況

1 製造（加工）洗剤消費の削減〈工場部門〉

2 製造（加工）電気消費の削減〈工場部門〉

3 製造（加工）燃料消費の削減〈工場部門〉

2 0 0 6 年 度 クリ ー ン サ ー ビ ス 事 業 環 境 報 告 書

機能水プラントが40工場に導入されまし

た。洗浄用水を機能水化することで、洗

剤使用量を2年間で20%削減しました。洗

剤削減により廃水を処理する負荷が大幅

に軽減され※1ス

ラｯジの発生量

が17％削減さ

れました。

※1 スラッジ：廃水処理によって洗浄汚水からホコリ
や汚れを分離して固めたもの。

省エネ乾燥機の導入、工場従業員の環

境意識向上、および各種設備の効率運

転の取り組みにより、電気消費量の削減

が進んでいます。更なる省エネ設備の開

発を実施していきます。

全国の工場で省エネ乾燥機の導入を推進

しています。燃料消費量が既存機に対し

て、新規開発機は50%削減、既存機の省

エネ改造タイプで30%削減を達成しました。

省エネ対応型の乾燥機は全加工能力の

38.8%まで普及。今後も省エネ対応型を普及

させてまいりま

す。省エネ効果

は2年間で17%

燃料を削減する

ことができました。
最新型省エネ乾燥機

機能水プラント
2004 2005 2006
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●洗剤消費量の推移と削減（47工場計）
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モップハンドル類の回収と再資源化の全国体制を構築
2004年度より、モップのハンドルや空気清浄機本体、浄水器本体、キャビネットタオル本体

などを回収して分解、再資源化しており、この取り組みを全国に拡充しました。

対象の回収商品は各営業店が責任を持って回収した後、工場を経由し専門業者に送られ

ます。そこでは、一品一品分解・解体され、ほぼ100％再資源化されています。

10 再資源化による廃棄物の削減〈工場部門・営業部門〉

専門業者により、一品一品主に手作業で分解・解体
されます。

モップのハンドル・ケース類

浄水器
本体

ビューティクリーン
本体

クリーンウォッシュ
本体

空気清浄機
本体・フィルター

キャビネットタオル
本体

掃除機レンジフード
フィルター枠

リネンボックス

芳香器
本体

●回収・再資源化実施商品

地域 処理量

北海道 約 60t/年

東 北 約 50t/年

関 東 約 310t/年

東海・北陸 約 80t/年

近 畿 約 100t/年

中国・四国※ 約 80t/年

九 州 約 90t/年

合　計 約 770t/年

地域別再資源化処理量

2006年導入

北海道地域
処理量約60t／年

2006年導入

東北地域
処理量約50t／年

2004年導入

関東地域
処理量約310t／年

2006年導入

東海・北陸地域
処理量約80t／年

2007年導入

中国・四国地域
処理量約80t／年

2005年導入

近畿地域
処理量約100t／年

2006年導入

九州地域
処理量約90t／年

※中国・四国は2007年度より導入。
中国・四国を除く合計は約690t/年。2004 2005 2006

310

410

690

●再資源化処理量推移

（年度）
0

200

400

600
（t）

2004年度導入■
2005年度導入■
2006年度導入■
2007年度導入■
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3-2 環境負荷低減への取り組みの状況

工場放流水に残留する汚れ成分の削減
工場放流水は、法基準よりも厳しいダスキン独自の自主基準値を設定し管理することにより、

汚れ成分の総排出量を減少させています。

7 排水による汚染の削減〈工場部門〉

モップやマットなどのレンタル商品は、商品の寿命が尽きるまで何度も繰り返し工場で再生し、

お客さまにご利用いただいています。資源を最大限に有効活用することで、当社はお客さまと

ともに資源保護に貢献しています。

8 レンタルによる繰り返し活用実績〈工場部門〉

低公害営業車の導入
営業活動で車両を多く使うため（全国で約17,800台）、1997年度から軽オートマチックタイプ

天然ガス車の独自開発などをはじめ、排気ガスの低減に取り組んできました。天然ガス車の

導入を計画的に進めると共に、ほかのすべての営業車もリースアップ時に、政府認証の三つ

星以上の低公害車に順次切り替えています。

9 営業活動の環境負荷を低減〈営業部門〉

2006年度末現在、43台の天然ガス車が営業車として
運行しています。天然ガス車を主に利用するモデル店
が稼働しています。

2006年度平均排出濃度（mg/l） 水濁法規制値（mg/l） 備考  

BOD ※1 9 最大160 日間平均 120    

COD ※1 22 最大160 日間平均 120   海、湖への規制値で河川放流には適用されません 

N（窒素）※2 6 最大120 日間平均 60    

P（リン）※2 2 最大16 日間平均 8    

河川放流工場の放流水汚濁成分濃度

水質汚濁防止法（水濁法）よりも厳しい条例基準が適用されている工場もあります。

マット 120万枚

モップ 790万枚

計 910万枚

主要製品（マット・モップ）の新規投入量

マット 5,800万枚

モップ 1億4,000万枚

計 1億9,800万枚

全出荷量

全出荷量－新規投入量＝1億8,890万枚が商品として再使用されています。

BOD COD N（窒素） P（リン）

（kg）

●河川へのBOD、COD、N（窒素）、P（リン）総排出量推移
（河川放流を行う16工場集計）
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8,047
 7,811
  7,840

23,568

 19,427
  17,238

7,904
 7,960
  6,732

1,870
 1,861
  1,888

2004年
2005年
2006年

※1 BOD、COD：一般的な有機物による汚れ量。
両者は測定方法の違い。
※2 N（窒素）、P（リン）：川や湖、海などを富栄養化
させる成分…それ自体は水を汚さないが微生物を増や
すため、増えた微生物が汚濁原因となる。
※CODは定期測定を行っている14工場を集計してい
ます。



5 環境保全活動の状況

2006年度に外部への環境影響を及ぼしたものとして、工場部門で

重油の流出が1件、洗濯廃水があふれ外部に流出する事故が1件、

合わせて2件の事故が発生しました。いずれも少量でしたが、行政

に報告し緊急事態の対応手順書、予防手順書の作成を行うなど、

再発予防策を全国の工場で展開しました。

工場の活動において、各種法規制を遵守するため、法規の改訂や

新法の設立を年2回調査し全工場へ発信しています。全国の工場は

これを受け、各地域の条例を調査し環境法の遵守を徹底しています。

工場の活動状況や各種法規制への適合状況は、定期報告書やイ

ントラネット、インターネットを通じて本部データベースに収集されます。

水質自主管理基準値を設定
商品の洗浄・再生を行うダスキンの工場にとって、もっとも重要な監

視項目である廃水処理後の放流水に残留する汚れ成分の定期分

析・測定では、法基準を確実に遵守するため、法律よりさらに厳しい

自主基準値や特性項目による運転管理値を設定して、水質の傾

向管理を行い、処理の安定化を図っています。

土壌汚染調査と対応
過去に、ウエス洗浄でドライクリーニング溶剤（テトラクロロエチレン）

使用実績があった熊本中央工場・愛知中央工場について、自主的

に土壌汚染状況の調査を行いました。

●ダスキン熊本中央工場での調査結果（熊本県）
ボーリング調査の結果、すべての深度において対象物質のすべて

が土壌溶出量基準に適合することが確認されました。

同様に地下水調査においてもすべての対象物質が地下水環境基

準に適合することも確認されました。

●ダスキン愛知中央工場での調査結果（愛知県）
2006年2月から11月にかけて土壌ガス調査、土壌ボーリング調査

および地下水調査を実施した結果、敷地の一部土壌および地下

水で、土壌溶出量基準もしくは地下水環境基準を超過する揮発性

有機化合物（テトラクロロエチレン、トリクロロエチレン、シス-1,2-ジ

クロロエチレン）が検出されました。

■汚染の原因　
当工場では、テトラクロロエチレンを含む廃棄物を一時保管した後、搬出
しておりました。本件の原因は、廃棄物の保管中あるいは工場敷地外へ
の搬出作業中に、廃棄物の一部のこぼれが、地中に浸透したものと推定
しております。

■対応および対策状況
※2006年11月28日　愛知県により情報開示・ダスキンホームページ掲載
※2006年12月9日　近隣住民説明会を開催
○汚染地下水の敷地外への流出を防ぐために、地下水の流れ方向の下流
側敷地境界部にバリア井戸を設置、地下水を揚水することで、拡散防止
対策をしました。
○汚染源対策として汚染土壌を掘削除去し､掘削した場所は汚染のない、
新しい土を入れました。その後、汚染源の地下水浄化を目的として、揚水
井戸を設置し境界のバリア井戸と合わせて汲み上げ浄化をし、モニタリン
グを行っております。
○汲み上げた地下水は、専用のプラントで曝気することで揮発性有機化合
物を分離させ、当該地下水を基準値以下にし場外へ排水しております。
なお、曝気空気は活性炭を通すことにより浄化しております。
○この汲み上げ浄化およびモニタリングは、法令で定められた地下水基準
を2年間遵守を継続した後、浄化完了いたします。

工場での火災防止対策
モップ・マットだけで年間約2億枚もの商品を洗濯・乾燥する工場で

は、これまで何度か小火が発生してきました。乾燥機などの改良を

重ね、ウエス用乾燥機には、自動消火設備の導入が完了しました

（56台/43工場）。その結果、2005年は乾燥機のフェルト焦げの1件、

2006年は洗濯機のモーター焼けの1件のみでした。

1 事故、緊急事態への対策状況〈工場部門〉

2 環境法の遵守と監視・測定の状況〈工場部門〉
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●管理基準の設定（モデル）

2121

法基準値

自主基準値：これを超えれば本部指導対象

運転管理値：処理が正常な状態での値

実測値

※測定件数：全47工場で年間延べ約6,500件
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再生繊維を使用した商品
●レンタルマット
再生ペットボトル繊維を活用した商品を、事業所用の一部のマットなどで展開してきました。

2006年4月には単一再生繊維の使用でなく、使用済みエアバッグ、使用済みユニフォーム、

使用済みペットボトルという複数の再生繊維をパイル（布地）全体の50％以上に使用した「エ

コリサイクルマット」を新たに導入しました。

未利用繊維を使用した商品
●レンタルモップ
繊維製品の紡績工程で発生する短繊維

などの「未利用繊維」を使用した「ノンオ

イルモップ・エコ」を2005年度に、「事業所

用モップ・エコ」を2006年度に導入。未利

用繊維を10％以上使用することで、エコ

マークの認定を受けました。

●トナーカートリッジ・リサイクルシステム
厳しい品質管理システムでリサイクルを施

し、不用パーツは再資源化し再利用して

います。また、コストが新品トナーの約半分

と、大幅な経費

削減が可能です。

●ダスキン活性炭脱臭パック
ダスキン浄水器の使用済み活性炭を再生

したエコ商品。タバコ、

トイレ、ペットなどの臭

いを抑え、湿

気も吸収。

●天ぷら油ろ過器
調理後の油の揚げカスからニオイ、ニゴリ

までを活性炭フィルターがしっかりろ過。

油を繰り返し使えるので廃油の量も減らせ

ます。

●洗剤
自然に分解されやすい生分解性の高い界

面活性剤を使用した洗剤。主原料は天然

成分で、安全性が高い成分を

厳選して使用しています。

●スポンジ・ふきん商品
洗剤に頼らなくても水にぬらして軽くこする

だけでガンコな汚れを落とすことができます。

資源を有効活用した商品
捨てればゴミになる使用済み商品も、活か

すことができれば立派な資源となります。

使用済みトナーカートリッジや使用済み浄

水器活性炭をリサイクルして、新しい商品

として有効活用しています。

環境に悪影響を与えない商品
家庭排水を汚さない商品、省資源に役立つ商品など、レンタルモップやマット以外の商品も

環境に配慮。使用することで、環境への負担を減らすことができます。

環境に配慮した商品設計

エコリサイクルマット
50％以上
再生繊維を使用

○使用済みエアバッグ
○使用済みユニフォーム
○使用済みペットボトル

エコスポンジ

フキペット

浴槽用スポンジ
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6 環境コミュニケーションの状況

全国の工場では、ご要望に応じて工場の見学受け入れを行ってい

ます。2006年度は延べ9,600人の方が訪れてくださいました。

また、通常の工場見学とは

別に、社会学習の場として、

小学生を対象に工場見学を

開催しています（P15参照）。

1 工場見学の実績〈工場部門〉

工場から発生する騒音や臭気、生活環境に関わるご意見などは、

地域を代表するご意見として受け止め、現地調査や測定、改善対

策の説明を行い、対策後に改善効果の確認を行うように努めてい

ます。工場は住宅と隣接している所もあります。2006年度は、廃水

処理施設からの臭気などについて4件のご指摘をいただいており、

改善に努めています。

2 消費者、生活者の皆さまからのご意見やご要望・対応

子どもと一緒に家計簿作成（社員自宅にて）。

取り組み参加者は年々増加
「環境家計簿」への取り組み参加者数は2005年201人が2006年に

は571人と約3倍になりました。社員の環境に対する意識が年々高

まってきています。2007年は700人以上の取り組み参加者が予想さ

れ、今後も取り組み参加者の輪はその家族とともに広がっていきます。

環境家計簿への取り組みを推進し続けます
社員の一人ひとりが「ほんの少し」だけ環境を意識することで、その

社員の家族を含めた周りに小さな変化が起こり始めます。その繰り

返しが、大きな環境保全効果をもたらします。自分の子どもたちが

大きくなったときも、現在のままの地球であり続けることを願える人

がクリーンサービス事業本部は1人でも多く育つことを目標にしてお

ります。「環境にやさしい商品を提供する人は本当に環境にやさし

い」とお客さまからも認めていただけるよう、また環境に配慮した生

活を身に付けるため今後も「環境家計簿」への取り組みを推進し続

けます。

取り組んだ感想

工場見学参加者

●取り組んだ感想

よかった70％

無回答13％よくなかった
17％

一般の方 3,300人
学校関係者 2,200人
ダスキン組織員 4,100人
合計 9,600人

●2006年度の工場見学者

●省エネ（CO2削減）行動

増えた84％

減った
1％

無回答15％

○子供と環境について話ができた ○我が家の削減目標がわかった
○使わない電源はプラグを抜くようになった
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●取り組み人数推移
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3 内部チェック（監査）の状況〈工場部門〉

工場での管理状態は管轄エリアのエリアマネジャー（スーパーバイ

ザー）が定期巡回しながらチェックを行っています。この定期巡回と

は別に、工場では毎年1度、改善活動の進捗や管理の適切性など

について、総合的な内部環境監査を実施しています。さらに、2003

年度から2005年度にかけて全工場の廃水処理監査を行い、是正

個所を指摘しました。2006年度は1年間かけてフォロー活動を行い、

是正個所の改善を完了しました。

4 教育・啓発の状況

公害防止などの専門教育を実施しています〈工場部門〉
ISO14001の運用を全工場に浸透させるために内部環境監査員勉

強会を実施しました。現在、268人の内部環境監査員の資格者

（生産グループ）がいます。環境保全上、重要な業務に携わるもの

に対して社内研修を行い、受講修了を必須条件としています。

ISOサーベイランス審査風景

内部監査員研修
専門機関講師による2日間の研修。内部監査員や工
場長の必須講習としています。

廃水処理設備の点検

石綿（アスベスト）対応について
ダスキンでは、石綿（アスベスト）を製造または原材料として

使用していませんが、「石綿障害予防規則」が2005年7月

1日に施行されたのに伴い、工場の建物（各工場内建物、

事務所、倉庫）に対し、内部監査で1980年以前の建物を

対象に吹き付け材の有無を確認し、使用されている工場に

は専門業者による調査を実施しました。詳細調査で3拠点

で吹き付け材にアスベストの含有がわかり、3拠点での除

去・封じ込めは完了しました。今後も、石綿使用材料による

暴露の恐れがあると判断した場合には、適宜迅速な対応を

とっていきます。

環境にやさしい商品を提供する人は
本当に環境にやさしい〈営業部門〉
お客さまに環境にやさしい商品やサービスをお届けしたい。そのため

には、「まず自分たち自身が環境への意識を高め、CO2排出量削減

に取り組もう」と、営業部門の社員とその家族が2005年度から｢環

境家計簿｣をつけています。

「環境家計簿」とは、家庭での電気・ガス・水道などの使用料金と使

用量からCO2排出量を算出したものを毎月記録することによって、ど

のエネルギーがどれだけ使われているかを知り、省エネに取り組む目

標を把握するものです。CO2削減効果は2005年度は約76トン、

2006年度は約60トンでした。2007年度は本部約700人と全直営支

店の組織員（お客さま係）に活動の輪を広げて取り組んでいきます。

1 内部監査員

2 廃水処理運転

3 ボイラー運転

4 危険物取扱

社内
研修

▲2005年度
実施期間：4月～9月まで
6ヶ月間

▼2006年度
実施期間：6月～8月まで
12月～2月まで
計6ヶ月間


